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本研究は、美術科の学習指導を行う教師が、日々の授業改善を進めていけるようにする

ためのものである。 

教師には、新たな知識や視点を学び続けていくことが求められている。しかし、教師は

日々多忙である。また、美術教師は学校に一人しかいないことが多いため、授業改善につ

いて気軽に相談することが難しく、一人で授業改善を進めていくことに難しさがある。一

方で、研修の方法は多様化しており、ＩＣＴを活用することによって、他の学校の教師と

も気軽につながりをもてるようになっている。 

これらのことから本研究では、おしゃべりの特徴を取り入れた雑談型の研修が、教師一

人一人の授業改善につながっていくことの有効性について検証した。 

キーワード 【美術教育 教職員研修 授業改善 エージェンシー】 

《研究の概要》 

本報告書に掲載されている商品又はサービスなどの名称は、各社の商標又は登録商標です。 

＜各社の商標又は登録商標＞  

Zoom 及び Zoom ロゴは、Zoom Video Communications,Inc.の商標または登録商標です。 

LINE は LINE ヤフー株式会社の商標または登録商標です。 

Google、Google ドキュメント、Google スプレッドシート、Google Forms、Google Jamboard、Google Workspace 

Google サイト、Google マップ、Google スライド、 Chromebook は、Google LLC の商標又は登録商標です。 

なお、本文中には TM マーク、 ® マークは明記していません。 
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Ⅰ 主題設定の理由 

 令和４年12月に出された中央教育審議会1)の答申「『令和の日本型学校教育』を担う教師の養成・

採用・研修等の在り方について〜「新たな教師の学びの姿」の実現と、多様な専門性を有する質の

高い教職員集団の形成〜」の中で、「高度な専門職である教師は、自己の崇高な使命を深く自覚し、

絶えず研究と修養に励み、その職責の遂行に努める義務を負っており、学び続ける存在であること

が社会からも期待されている」と述べられており、今日における教師が日々学び続けることの重要

性について言及している。また、教師の学び方についても同答申の中で、教師の個別最適な学びと

往還した協働的な学びや、「知識伝達型」の学習コンテンツに留まらない「現場の経験」を重視し

たスタイルの学びなどについて言及しており、これまで以上に教師の主体的な学びの姿が求められ

ていることが分かる。ＯＥＣＤのラーニング・コンパス（学びの羅針盤）2030においてエージェン

シーが中核的概念として用いられており、教師もエージェンシーを発揮して主体的に学ぶことが重

要であると言える。教師の学びの場としては、校内や市町村、県などが主催する様々な研修の機会

がある。研修の機会はとても重要であるが、教師の仕事は日々多忙であり、研修もまた多忙な業務

の一つと感じ、負担感をもっている教師は少なくない。 

 置籍校、また市内の美術教師にアンケートを行ったところ、「学習指導を行う上で、困っている

ことや不安なことがありますか」という質問に対して、「たくさんある」と回答した教師は28.6％、

「少しある」と回答した教師は57.1％であり、およそ86％の教師が日々の学習指導に関して何らか

の困り感や不安を抱えていることが分かった。しかし、美術教師は各中学校に一人ずつ配属される

ことが多く、小規模校の多い地域では、正規の美術教師がいない学校もたくさんある。文部科学省

の実施する「令和３年度教員免許状授与件数等調査結果」の中学校、教科別の普通免許状の授与件

数を見ると、「美術」の授与件数は「保健」「技術」「家庭」に次いで低く、美術科の免許をもつ

教師が少ないことが分かる。 

これらのことから、美術教師は学習指導について困り感が生じた場合に、身近で教科専門性の高

い話ができずに、自ら調べることが主な解決方法となっている。しかし、指導する教師の環境や生

徒の実態が異なるために、ここで得られる知識や視点が、どの授業でも必ず効果的なものになるわ

けではなく、このような状況では、授業改善を進めていくことが難しい。 

 市内の美術教師に行ったアンケートの「困り感や不安を解消するために、どのようなことが必要

だと考えますか」という質問については、「気軽に質問や相談ができる仲間や場の設定」「他の教

師の授業を見たり、実践を知ったりするための機会」という二つの回答が最も多く、次いで「研修の機

会を増やすこと」という回答が多かった。この結果から、多くの美術教師が他校の美術教師とつながれ

る場や、学習指導について学びが得られる研修の場を望んでいることが分かった。日々の学習指導に

関する困り感を、必要に応じて気軽に相談し、解決できることが理想であると考える。気軽に相談

でき、学習指導に関する自分の考えを自由に話しながら、困り感を解決していくためにも、雑談の

ような雰囲気の中で、自由に話せることが必要ではないかと考えた。 

研修の方法についても、ここ数年で多様化している。対面、集合型で行われるもの以外に、オン

ラインで行われる同時双方向型やオンデマンド型などの方法も一般的になり、場所を選ばずに参加

できる研修も増えた。本研究においても、ＩＣＴを活用してオンラインで研修の場を設定すること

によって、場所の制限を受けることなく、負担感が少なく、教師同士のつながりがもてるのではな

いかと考えた。 

以上のことから、本研究では、美術教師が、「美術のおしゃべり」というおしゃべりの特徴を取り

入れた雑談型の研修の中で、授業改善に向けた創造的なやり取りを行っていくことによって、新しい知

識や視点の授業への生かし方についての考えが深められ、それぞれの教師が授業改善を進めていけると

考え、本主題を設定した。 

 
Ⅱ 研究のねらい 
 美術教師が、おしゃべりの特徴を取り入れた雑談型の研修である「美術のおしゃべり」を行うことに
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よって、新たな知識や視点の授業への生かし方についての考えを深めることができ、それぞれの授業改

善につながっていくことの有効性について明らかにする。 
 
Ⅲ 研究の仮説 
 教師のエージェンシーを発揮し、ＩＣＴの活用によって負担感が少なく続けられる、雑談型の研修

「美術のおしゃべり」を行うことで、新たな知識や視点の授業への生かし方についての考えが深められ、

それぞれの教師の授業改善につながっていくであろう。 
 
Ⅳ  研究の内容 

１ 基本的な考え方 

(1) 言葉の定義 

①  「美術のおしゃべり」とは 

 本研究では、美術教師同士が行う、教師のエージェンシーを発揮しやすい、おしゃべりの   

特徴を生かした雑談型の研修を「美術のおしゃべり」とする。「美術のおしゃべり」は、直接会

っておしゃべりをするだけでなく、Zoomなどを使ったビデオ会議や、LINEのようなチャット機能

を活用した文字や画像によるやり取りを通して、問題解決に向けた創造的なやり取りを行ってい

く。ＩＣＴを用いることで、簡単で、気軽で、負担感が少なく続けることができ、継続した取組

が行われることが望ましい。 

②  「雑談型の研修」とは 

 問題解決に向けた創造的なやり取りを行っていく際に、効率よく端的に行うやり取りとは異なり、

問題に対して自由で気軽に話せる雰囲気の中で、様々な視点から出される意見を基にして、より

よい意見を練り上げていくやり取りを、本研究では「雑談型の研修」と捉えた。 

③ 「教師のエージェンシーを発揮する姿」とは 

   問題を自分事として捉えられると、自ら授業改善しようとする意志が高まる。そして、授業への

生かし方についての考えが深まると、実際に授業改善を行うことができる。このように授業改善

に向かう姿を「教師のエージェンシーを発揮する姿」と捉えた。 

(2) 授業改善の実現に向けて 

新たな知識や視点は、指導書や書籍、インターネットで調べたり、研修等で得たりすることが

できる。しかし、授業への生かし方については、指導する教師の環境や生徒の実態が異なるため

に授業者が自分で考える必要がある。授業への生かし方について考えを深めることが授業改善の

実現に向けて必要である。 

(3) 創造的なやり取りについて 

  複数の教師が主体的・対話的にやり取りを行い、よりよい考えを練り上げていくことを創造的な

やり取りと捉える。また、創造的なやり取りを行うためには、それぞれの教師の内発的動機付け

を促し、教師のエージェンシーを発揮する必要があると考える。 

教師がエージェンシーを発揮しやすい条件についてEdward L. DeciとRichard M. Ryanの「自己

決定論」という先行研究を参考にした。 

(4) 自己決定論について 

  自己決定論とは、「関係性」「自律性」「有能感」の三つの欲求が満たされていくと、内発的動

機付けを促すというものである。本研究では、この三つの欲求を「仲間とのよい関係性」「やる

ことを自分で決められる」「能力の向上を自覚する」と言い換え、この三つの欲求が満たされて

いくと、授業改善に向けて行動しようとする意志が高まり、教師のエージェンシーの発揮につな

がると捉え直した。 

(5) ＩＣＴ活用の効果について 

簡単で、気軽で、負担感が少なく続けることができるためのＩＣＴ活用の効果について、本研究

では次の点が挙げられる。まず、遠隔地をつなぎ同時双方向型のやり取りが可能になるという効
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果である。ビデオ会議によって研修を行うことで、場所に制限されることなく互いの顔を見なが

ら複数の教師でのやり取りが可能になる。次に、必要に応じて必要な分だけ研修が行えるという

効果である。教師からのニーズによって、チャットのやり取りで解決する問題や、ビデオ会議で

話し合う必要のある問題など様々である。ビデオ会議の時間も、少しのやり取りで解決できる問

題から、じっくり話したい問題と様々である。このように、問題に応じておしゃべりの方法や時

間を気軽に選んで実施できる。 

(6) 手立ての説明 

①  「美術のおしゃべり」の始め方 

本取組は沼田市内の美術教師を対象に行った。任意の取組のため、年度当初に趣旨を説明して参

加を呼びかけ、その後必要に応じて随時参加できるようにした。また、ＩＣＴを用いて「美術の

おしゃべり」を進めていけるように、チャットやビデオ会議ができる環境整備を行った。 

  ② 「美術のおしゃべり」の要素 

「美術のおしゃべり」が成立するための要素の一つ目は、話される話題が、美術の授業改善につ

いての内容だという点である。二つ目は、雑談型の研修のために、そこに参加する教師が、自由

に話したり、質問したりすることができる雰囲気を全員で意識していく必要があるという点であ

る。三つ目は、おしゃべりの目的が、知識や方法をただ伝え合うだけでなく、授業の中への生か

し方について言及していくという点である。この要素を参加者が理解した上で、おしゃべりを進

めていくことが望ましい。 

  ③  「美術のおしゃべり」の参加者 

「美術のおしゃべり」では、経験の少ない教師が、ベテランの教師に頼って、困り感を解決して

いくのではない。様々な立場の美術教師が、問題に関する

自分なりの意見を言い合い、協働的によりよい考えを練り

上げて、自分なりの答えを見いだしていくことを目的とし

ている。そのために様々な年齢、経験年数を有する教師が

参加していることが望ましい。 

  ④  「美術のおしゃべり」の設定 

本研究では「美術のおしゃべり」が意図的な研修の場に

なるように、教師の困り感を解決するのに必要な回数や時

間だけ設定する。ＩＣＴを活用し問題を解決していくため

に、参加者の負担感が最も少ない方法を選ぶことで繰り返

し行っていけるようにする（図１）。 

⑤ 「美術のおしゃべり」の分析 

    「美術のおしゃべり」が進められていく過程を「仲間とのよい関係性」「やることを自分で決め

られる」「能力の向上を自覚する」の三つの欲求で分析をした（図２）。まず、負担感の少ない

方法をそのときの状況に応じて選択することができる。ス

ピード感をもってチャットで行ったり、じっくり話すため

にビデオ会議や対面で行ったりとそのときに最もよいと思

う方法を選ぶことができる。そして雑談型の研修のため、

気軽で共感的な雰囲気が生まれる。そこから教師の日々の

実践やニーズを基にして「美術のおしゃべり」が始まる。

この部分は「美術のおしゃべり」の特徴とも言える。ま

た、実践やニーズが基になっていることから、様々な視点

からの意見が出されることが期待される。これにより、課

題が徐々に整理されていく。課題が明確になると、それぞ

れの教師から、これまでの実践や経験を基にした様々な改

善案が出されていく。困り感を相談した教師はそれらの中
図２ 「美術のおしゃべり」の分析 

図１ 「美術のおしゃべり」の設定 
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から自分なりの授業改善の見通しをもつことができる。この部分は「美術のおしゃべり」の効果

である。その後、実際に日々の授業の中でやってみることで、授業改善が実現する。相談した教

師以外の教師も、その問題への関心が高くなることで、問題を自分事として捉えられる。そして、

授業への生かし方について考えることで、自分の授業改善が進んでいく。実際に授業に取り入れ

た様子や気付いたことなどの成果をその後の「美術のおしゃべり」の中で振り返ることで、教師

一人一人が成果を価値付けて、次の授業改善の課題へ向かうことができる。この部分が授業改善

の評価である。「美術のおしゃべり」ではこのように、三つの欲求を関連させながら満たしてい

くことで、授業改善への意志を高めていくことができる。 

 

２ 研究構想図 



 - 5 - 

Ⅴ 研究の計画と方法 

 

１ 実践の概要 

提案・調査・実践 時期 方法 

１ 計画立案 

アンケート 

年度始め〜 オンラインでの教師同士のつながりの整備 

市内の美術教師を対象に実施 

２ 実践① 美術のおしゃべり ６月〜７月 市内の美術教師を対象に実施 

３ 実践② 実技研修 ８月 図工・美術主任を対象に長期研修員が実施 

４ 実践③ 美術のおしゃべり ９月〜10月 市内の美術教師を対象に実施 

５ 実践④ 美術のおしゃべり ９月〜10月 市内の美術教師を対象に実施 

６ 振り返り 

  アンケート調査による検証 

〜年度末 研修システムについての評価・改善 

市内の美術教師を対象に実施 

  

２ 検証計画 

検証の観点 検証の方法 

 教師の日々の実践やニーズを基に、ＩＣＴを活用した、

負担感が少ない方法で「美術のおしゃべり」を行ったこと

は、新たな知識や視点の授業への生かし方についての考え

を深め、それぞれの教師が授業改善を進めていく上で有効

であったか。 

教師へのアンケート 

教師へのインタビュー 

教師の観察 

 

Ⅵ 研究の結果と考察 

 

１ 環境整備 

   市内の美術教師に、本研究についての概要や計画を伝え、「美術のおしゃべり」を基にした授業

改善を市内全体で進めていくための協力を仰いだ。また、教師同士がＩＣＴを活用した「美術のお

しゃべり」に参加できるように、LINEなどのチャットや、Zoomなどのビデオ会議ができるように環

境を整備した。 

 

 ２ 実践１（群馬県造形美術教育研究会に向けた「美術のおしゃべり」） 

(1) 研修の事前に行った、チャットによる「美術のおしゃべり」（図３） 

    ６月の「美術のおしゃべり」でチャット上に教師Ａから群馬県造形美術教育研究会での実践発表

に関する相談があった。相談内容は、武蔵野美術大学の三澤一美教授の提案する「造形実験」とい

う手立てを扱った題材づくりについてであった。「造形実験」は単体の題材として扱われている事

例が多いが、「造形実験」を単体の題

材として扱うのではなく、自画像制作

の題材の一部として取り入れるに当た

って、どのような題材構想にすればよ

いのかという相談だった。「造形実

験」とはどのようなものなのか共通理

解していく中で、試行錯誤する過程を

どのように充実させていくのかという

話題になった。 

   文字や資料によるやり取りでは、授

業者の具体的な授業のイメージがつか

図３ 実践１事前の「美術のおしゃべり」の記録 

（チャット） 
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みきれなかったため、中心教師である長期研修

員からビデオ会議による「美術のおしゃべり」

を提案し、後日ビデオ会議を行うことになっ

た。 

(2) 研修会の事前に行った、ビデオ会議による     

「美術のおしゃべり」（図４） 

   ビデオ会議では、「造形実験」という手立て

を取り入れるに当たって、授業者である教師Ａ

がどのような意図で取り入れたいのか話し合っ

た。教師Ａは「造形実験」を通して「創造的な

力を十分に働かせて、多様な作品を描

かせたい」や「内面と十分に向き合っ

て、それを豊かに表せる制作にした

い」と話していた。また、「造形実験

を通して、写実的な表現こだわらず

に、いろいろな自画像の描き方や材料

に触れさせて、多様な表現を選んで自

画像を描かせたい」という発言から、

写実的に描くことのよさだけでなく、

様々な人物の描き方のよさに気付き、

造形実験を通して表現の幅を広げさせ

たいという授業者の意図が明らかになってきた（図５）。このことによって教師Ａは、題材構想に

ついて具体的なイメージがもてた様子であった。 

(3) 研修会（群馬県造形美術教育研究会） 

  美術のおしゃべりの後に教師Ａは「造形実験」について自分なりの考えをもって、題材構想を見

直して実践を行い、発表をすることができた(図６)。発表の中では、「造形実験」を通して様々な

素材に触れさせて、自分自身の描き方を工夫させるための表現力や方法を模索させるような活動を

行ったことを報告していた。 

  (4) 研修会の事後に行った「美術のおしゃべり」 

   研修会後のおしゃべりでは、「困っていても誰

かに聞きづらかったので、おしゃべりができる場

があって、気軽に話すことができた」「自分のや

りたいことが明確になった」「鑑賞の授業につい

て今後も考えていきたい」という話を聞くことが

できた。教師Ｂからは「同じ専門の先生に私見を

述べたり聞いたりできたことがよかったし、楽し

かった」「試行錯誤の時間の大切さを再認識でき

た」「自分も造形実験に取り組んでみたい」という話を聞くことができた。 

(5) 考察 

   教師Ａは「造形実験」を取り入れた題材構想について悩んでいた。そして「美術のおしゃべり」

によって自分の思いを話したり、他の教師の話を聞いたりする中で、「造形実験」を通して、生徒

に写実表現のよさだけでなく、いろいろな人物の描き方のよさに気付かせたいと考えることができ

た。そして、生徒一人一人が内面と向き合い、多様な表現ができるようにさせたいと、造形実験の

目的を明確にすることができ、授業改善について自分なりの考えをもつことができた。教師Ｂの

「試行錯誤の時間の大切さを再認識できた」という発言から、教師Ｂはここでの課題を自分事とし

て捉え、自身の授業を振り返り、自分の授業改善に意識を向けることができたと考えられる。 

図４ 実践１事前の「美術のおしゃべり」 

（ビデオ会議） 

図６ 研修での発表の様子 

図５ 実践１事前の「美術のおしゃべり」の記録 

（ビデオ会議） 
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 ３ 実践２（実技研修会の実施） 

(1) 実技研修会の内容 

毎年夏休みに沼田市、利根郡合同で開催され

ている図工・美術の実技研修会において、長期

研修員が講師となり、「美術のおしゃべり」を

取り入れた、授業改善のための研修を行った

（図７）。 

小学校の教師に向けた研修では、物語絵を描

く題材を想定した研修を行った。「くものこどもたち」という絵本の読み聞かせを聞いて、自分の

印象に残った場面を想像して、発想を膨らませて画面構成を考

える活動を行った（図８）。紙を人形に切って、動きを考えた

り、人形の置き方や大きさを工夫したりして、自分のイメージ

に最も合った画面構成を考えていった。造形的な視点として、

人の動きや構図に着目できるようにさせた。 

中学校の教師に向けた研修では、平面構成の題材を想定した

研修を行った（図９）。画面構成を考える際、アイデアスケッ

チをこれまで手で描きながら考えていたものを、1 人 1 台端末

を用いて Googleスライド上で行うことで、数や大きさ、配置、

色などを手軽に操作することができると考えた。本研修会で

は、植物をモチーフにして平面構成を行った。 

研修中は、おしゃべりのよさを実感してもらえるように、必

要に応じて席を離れて自由におしゃべりをしながら作業に取り

組んでもらった。また、研修の中で、その都度気付いたことを

おしゃべりしながら進めていくことによって、

おしゃべりのよさや授業での生かし方について

考えられるようにした。 

(2) 活動の様子 

     小学校の教師向けに行った物語絵の画面構成

を考える研修では、それぞれの教師が、物語か

ら自分の印象に残った場面を選び、人形に切っ

た紙を試行錯誤しながら並べて画面構成を考え

ていた。製作をしながら、他の人が何を考えて

どのような工夫をしているのか、近くの人とお

しゃべりしながら取り組んでいる姿が見られ

た。自分の選んだ場面や構図の工夫について、

自由なおしゃべりを取り入れて伝え合ってもら

った。「人をだんだん小さく配置して、遠近感

やスピード感を表した」や「登場人物の一人一

人の動きに着目して、楽しそうに遊んでいると

ころを表した」など造形的な視点を含んだおし

ゃべりをしていた（図10）。 

   中学校の教師向けに行った平面構成を考える

研修では、１人１台端末を用いて、モチーフの

並べ方について試行錯誤しながら画面構成を考

えていた。他の教師の作業の様子を自由に見に

行き、どうやったのかを互いに質問し合う姿が

図９ 実技研修会の参考作品② 

図８ 実技研修会の参考作品① 

図 10 実技研修会の様子② 

図７ 実技研修会の様子① 
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見られた。導入の説明では、制作をする上で

の必要最低限の操作説明しか行わなかった

が、互いにおしゃべりしながらいろいろな表

現を見付けて、それぞれが表現の幅を広げて

いる姿が見られた。「美術のおしゃべり」を

する場面では、「モチーフ同士の重なりを意

識して構成を考えた」や「他の人が葉っぱの

色を変えていたのを見て、だんだん色が変わ

るように、やり方を聞いてやってみた」「画

面の全体の重さを意識して画面を構成した」

など造形的な視点に着目して自分の作品を振

り返ることができた（図 11）。 

(3) 実技研修会後の「美術のおしゃべり」 

   研修会後に、振り返りとしてチャットで「美術のおしゃべり」を行った（図12）。新たな素材や

技能を知るための実技研修に留まらず、「授業づくりの研修はありがたいし有意義だったと思う」

という授業づくりを考える研修の在り方についての発言が見られた。また美術科の免許をもたない

小学校勤務の教師Ｃからは「創造的な力を働かせてやってみる、そして価値付けしていくというと

ころは図工の授業ではとても大切にしな

ければいけないということが分かりまし

た」という発言が見られた。また、この

研修会を受けた教師から「自分の授業に

取り入れてみたところ有効であり、授業

改善が進んだ」という意見も聞くことが

できた。 

(4) 考察 

   授業への生かし方について考えを深めるという本研究のねらいのとおり、実際の研修会では、指

導法を始めとする知識や技能を習得するという点だけではなく、授業への生かし方について考えを

深めるという点に意義を感じていたことが参加者の振り返りから分かる。教師Ｃの「創造的な力を

働かせてやってみる、そして価値付けしていくというところは、図工の授業ではとても大切にしな

ければいけない」という発言からも、研修会で得た知識をどのように自分の授業へ取り入れていく

のかについて考えが深められたことが分かり、授業改善に向かおうとする意欲の向上が感じられた。

また、研修会での取組を実際に日々の授業に取り入れた教師がいたことから、本研修会を通して授

業改善が進んだと考えられる。 

 

４ 実践３（沼田市図工美術・書写展に向けた「美術のおしゃべり」） 

(1)  普段の授業実践を基にした「美術のおしゃべり」 

   実技研修会以降、「美術のおしゃべり」に参加をし

た美術科の免許をもたない、小学校勤務の教師Ｃか

ら、沼田市図工美術・書写展に向けた作品づくりにつ

いてチャットで相談が挙げられた。ここでのおしゃべ

りは主にチャットで行われた。絵の具の濃さをどのよ

うに指導したらよいのかという質問であった（図

13）。教師Ａからは「何を表現したいのかで決まると

思います」と主題をもたせることについての助言が見

られた。また教師Ｂからは、絵の具の濃さの違いか

ら、感じるイメージが異なることについての助言があ

図 11 実技研修会の様子③ 

図 13 実践３事前の「美術のおしゃべり」

の記録（チャット１） 

 図 12 実技研修会後の「美術のおしゃべり」の記録 

（チャット） 
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った。教師Ｃの「児童も濃い色はゴツ

ゴツした感じがするとか、薄い色は柔

らかい感じがするとつぶやいていまし

た」という発言に対して、教師Ｂから

は、「そういう言葉が聞こえてくると

いい活動って思うね」という発言が見

られ、教師Ｃの取組を称賛し、共感的

な雰囲気の中でおしゃべりが行われて

いることが分かる (図14)。 

   その後も、「下がきを描かせる際に

児童が龍の具体的なイメージをもつた

めにどのような工夫をしたらいいか」

について教師Ｃより質問が挙げられ

た。それに対して中心教師から「自分

のイメージする龍のイメージを描いたり、友達に説明したりする活動を取り入れてはどうか」とい

う思いを明確にするための活動についての助

言を行った。教師Ｂからは「描く龍にも多様

性が見られるように、自分のイメージする龍

はどんな龍か児童に話しながらイメージを広

げていくのはどうか」という意見が出され

た。これを受けて、教師Ｃは児童に、自分の

イメージする龍について言葉で書かせて説明

させる活動を取り入れた。児童の記述には、

「とても強くてパワーをもっている」「負け

ず嫌いな性格」「勇気があってたくましくて

優しい」など具体的なイメージの記述が見ら

れたようであった。その後も教師Ｃは、「怒

っているとどんな感じかな」や「どんな龍に

したら強い感じがでるかな」などの言葉掛け

をしながら、児童のイメージを表現の工夫に結び付けようと授業に取り組むことができた様子だっ

た（図15）。 

(2)  授業の後に行った「美術のおしゃべり」 

作品完成後に教師Ｃとのやり取りの中で、「一方的に技術を教えることが必要なのではなく、

子供の思いと表現を上手く結び付けることが大切だと分かった」という発言が聞かれた。また、

「児童が完成した作品を見せながら、たくさん友達に伝えようとしていた」「これまでの製作より

も自分の作品を大切にしている」という発言もあった。 

(3) 考察 

   当初、絵の具の色の濃さについて悩んでいた教師Ｃは、「美術のおしゃべり」を通して、児童の

主題に合わせて児童自身が絵の具の使い方を工夫することが大切であることに気付くことができ、

児童に色の濃さから伝わる印象が異なるという点について授業の中で児童から発言を引き出すこと

ができた。この「美術のおしゃべり」を通して、教師Ｃは、教師が道具の使い方や描かせ方を一方

的に指導することが大切なのではなく、児童に表したい思いをしっかりともたせ、それに適した表

現方法を自分なりに工夫させることが大切であるということに気付くことができた。そして、思い

をふくらませる方法を自分なりに授業に取り入れることができ、授業改善を進めることができたと

考えられる。授業の後に行った「美術のおしゃべり」での教師Ｃの発言から、ここでの成果を振り

返り価値付けられたことが分かる。 

図 15 実践３児童の作品 

図 14 実践３事前の「美術のおしゃべり」の記録 

（チャット２） 
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５ 実践４（沼田市教育水準向上授業研究会に向けた「美術のおしゃべり」） 

(1)  研修の事前に行った「美術のおしゃべり」（チャット） 

   教師Ａより沼田市教育水準向上授業

研究会の研究授業で「造形実験」を取

り入れたランプシェイドの制作に取り

組みたいのだが、「造形実験」の位置

付けについて悩んでいるという相談が

あった（図16）。実践１で行った自画

像の制作での反省を踏まえて、どのよ

うな題材構想にすれば効果的に題材に

「造形実験」が取り入れられ、多様な

作品が生まれるのかという点について

「美術のおしゃべり」の中で考えた。 

      チャットでは、教師Ａのイメージす

る授業がどのようなものなのかについ

て、おしゃべりを通して共通理解を図

った。そして、この題材における「造

形実験」の目的について考え、生徒の

制作に「造形実験」が最大限に生かせるようにするための題材構想について議論した。この後、

題材構想についてより深く考えるために、後日改めてビデオ会議の場を設定しようということに

なった。 

(2) 研修の事前に行った「美術のおしゃべり」（ビデオ会議） 

    ビデオ会議による「美術のおしゃべり」を行

った。教師Ｄが「造形実験」に興味をもち、こ

のおしゃべりから新たに加わった（図17）。ま

ず、「造形実験」を取り入れる目的が何かにつ

いて話し合われた。教師Ａは最初、「造形実

験」の目的について「表現の幅を広げるための

活動である」と説明していた。その後、教師Ｂ

から「どこまでがゴールなのか」と本授業のね

らいについての質問が挙げられた。教師Ａは

「『自分のテーマは〇〇です』と画像と文章で

言語化できればいいと思っています」と「主題

をふくらませること」であると説明していた。教師Ｂからは「子供の思考がどんなふうにいくの

かな」と質問が挙げられて、この手立

てのねらいと授業のねらいが異なるこ

とを指摘していた（図18）。ここでの

「美術のおしゃべり」は中心教師がキ

ーワードをカードにまとめながら分類

化していった（次ページ図19）。これ

により全体の話が、「授業者の当初の

思い」「題材のテーマ」「造形実験と

学習プロセス」「授業の流れ」「扱う

材料」の五つのキーワードに分けるこ

とができた。 

図 17 実践４事前の「美術のおしゃべり」 

（ビデオ会議） 

 図 16 実践４事前の「美術のおしゃべり」の記録 

（チャット） 

図 18 実践４事前の「美術のおしゃべり」の記録 

（ビデオ会議） 
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   課題が何なのか見えてきたところ

で、教師Ｄから「自分だったら、アイ

デアスケッチをやって、イメージをも

たせるかな」と改善案についての意見

が出された。その後も、具体的な授業

改善案について意見が出されていっ

た。 

一連のやり取りを通して、教師Ａか

ら「課題が何かとてもよく分かった」

「ランプを作るのか、空間を作るのか

を明確にした題材構想を考えなければ

いけない」と授業改善の見通しを具体

的にもつことができた様子であった。 

(3) 研修(沼田市教育水準向上授業研究会) 

沼田市教育水準向上授業研究会（図20）では、教師Ａがこれまでの「美術のおしゃべり」で話

し合ってきたことを踏まえて「造形実験」のねらいを「表現の幅を広げるための活動」から「主題

をふくらませるための試しの活動」へ

と変更し研究授業を行った。ランプシ

ェイドを制作する前段階として、友達

同士で意見を出し合い、互いが思う心

地よい空間がどのような空間なのか説

明しながら、イメージをより具体的な

ものにしていくというものであった。

生徒は準備された様々な材料を使いな

がら、互いの心地よい空間について話

し合い、実際に試してイメージをより

具体的なものにしていった。造形実験

の中では「水と泡をイメージした空間」を表現

するために、ペットボトルの中に水と藁を入れ

て振っている生徒の様子や、「森のような空

間」を表現するために、木の棒を使って樹木の

ような影が壁にできるように工夫している生徒

の様子を見ることができた。 

授業の後に行われた授業研究会の班別協議

（図21）では、事前の「美術のおしゃべり」の

中ではあまり具体的に出てこなかった場の設定の工夫や学習形態の工夫について話し合われた。

班別協議は20分という限られた時間であり、「造形実験」のねらいについて十分に話し合うこと

ができずに、授業研究会後にも残って「造形実験」について自然発生的に「美術のおしゃべり」

を行ったが、後日改めてビデオ会議の場を設定することになった。 

(4) 研修の事後に行った「美術のおしゃべり」（ビデオ会議） 

授業研究会の翌週、改めてビデオ会議を設定し「美術のおしゃべり」を行った（次ページ図22）。

授業研究会を受けて、教師Ｅが本取組に興味をもち、ビデオ会議に新たに参加した。全体では、

今回の題材は造形実験が上手く題材に取り入れられたという意見を共有することができた。教師

Ａから「自画像の制作でも『造形実験』を取り入れたが、自分が想像していたような多様な表現

が作品にあまり現れなかった」という振り返りがあった。そのため、このおしゃべりでは「造形

実験」の題材への効果的な取り入れ方について改めて話し合うことになった。当初予定していた

図 21 授業研究会の様子 

図 20 実践４研究授業の様子 

 

図 19 実践４事前の「美術のおしゃべり」 

（キーワードの分類） 

 

Ａ 
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おしゃべりの時間を延長して、活発な意見交換

が行われた。ここでは自画像を制作する際に、

教師の「造形実験」のねらいが曖昧で十分に生

徒に伝わっていなかったのではないかという教

師Ａの気付きが得られた。ランプシェイドの制

作で行った「造形実験」では、「主題をふくら

ませること」が目的だったのに対して、自画像

の制作では授業者は「人物を描写する表現の幅

を広げること」がねらいであった。そのため、自画像制作の際には、新たな材料や技法を試すだ

けの場になってしまったのではないかと実践を振り返ることができた。 

(5) 考察 

   事前に行った「美術のおしゃべり」の中で、当初教師Ａは「造形実験」を「表現の幅を広げるた

めの活動」として取り入れようとしていたが、おしゃべりを進めていく中で、「主題をふくらま

せること」が「造形実験」の目的になったことから、制作をする上で大切なのは「技能」だけで

はなく、主題をふくらませて、生徒が表したい思いを十分にもつことであることに気付き、授業

改善が行われたことが分かる。また、事後のおしゃべりの中で、実践１で行った自画像の制作を

振り返り、「制作を行う上で技能面の高まりだけでは不十分である」という気付きが得られたこ

とは、美術科の指導を行う上での教師Ａの学力観に変化が見られたと考えられる。 

   このように、より専門性の高いおしゃべりが、予定していた時間を延長して行われたり、「美術

のおしゃべり」への参加者が増えたりしたことから、それぞれの教師の授業改善への意思が高ま

ったと言えるであろう。 

 

６ 振り返り 

  ７月と 11 月に美術教師を対象に「美術のおしゃべり」の取組に対するアンケート調査、及び聞き

取り調査を実施した結果は以下のとおりである。記述は 11 月のものである。 

（○成果 ●課題） 

質 問 項 目 評 価 

７月 11 月 

学習指導を行う上で、困り感や不安なことがありますか。 

たくさんある：４ 少しある：３ ほとんどない：２ 全くない：１ 
3.4 2.6 

○図工美術の指導において、様々な考え方や捉え方を知ることで、自らの指導や考え方に自信を

もてたり、変化をもたらすことができたりした。 

○ビデオ会議やチャットのやりとりで授業の課題が分かった。 

○先生方のこれまでの経験から様々な解決方法を提示してくれて、解決方法を考えられた。 

○「美術のおしゃべり」を通して、自分のやりたい授業ができた。 

○楽しく授業改善に臨むことができた。 

●継続的な取組が必要であり、誰が中心で取り組んでいくのかが課題である。	
 

 ７ 研究の考察 

  「困り感や不安なことがありますか」という質問において、７月と 11 月で 0.8 ポイントの減少が

見られたことから、「美術のおしゃべり」によって、課題が解消されて教師が授業改善に向かうこ

とができたと考えられる。 

   教師からの困り感を基にして、チャットやビデオ会議で繰り返し「美術のおしゃべり」が行われ

たことから、ＩＣＴの活用が、気軽に負担感が少なく「美術のおしゃべり」を行うことに有効であ

ったと言える。 

「自己決定論」の三つの欲求の視点で見ると、「楽しく授業改善に臨むことができた」という意

図 22 実践４事後の「美術のおしゃべり」 

（ビデオ会議） 
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見や、「美術のおしゃべり」への参加者が徐々に増えたことから、「仲間とのよい関係性」への欲

求が満たされていることが分かる。教師からのニーズを基にして繰り返し「美術のおしゃべり」が

行われたことからは、「やることを自分で決められる」ことへの欲求が満たされていることが分か

る。「美術のおしゃべり」を通して、「授業の課題が分かった」「先生方のこれまでの経験から

様々な解決方法を提示してくれて、解決方法を考えられた」「自分のやりたい授業ができた」とい

う意見からは、「能力の向上を自覚する」への欲求が満たされていることが分かる。このように、

三つの欲求を相互に関係させながら満たしていくことで、それぞれの教師の授業改善への意志が高

まり、教師がエージェンシーを発揮して新しい知識や視点の生かし方を深めるために創造的なやり

取りが行われたと言える。 

「自らの考え方に自信をもてたり、変化をもたらすことができたりした」という意見からは、

「美術のおしゃべり」の中で、他の教師のニーズを基におしゃべりに参加している教師も、自分の

意見を述べたり、他の人の考えを聞いたりする中で、問題を自分事として捉え、自分の授業に対す

る授業改善を進められたことが分かる。 

これらのことから、教師のニーズに応じてＩＣＴを活用した、負担感が少ない方法で「美術のお

しゃべり」を行ったことは、教師の実践やニーズを基にした創造的なやり取りにつながり、教師が

新しい知識や視点の授業への生かし方についての考えを深め、授業改善につながったと言える。 
 

Ⅶ 研究のまとめ 

 

 １ 成果 

  ○ チャットやビデオ会議などのＩＣＴを活用することで、遠隔地をつなぎながら、多忙な中でも

負担感が少なく、それぞれの問題に応じて、授業改善に向けた美術の専門的なやり取りを行うこ

とができた。 

○ 他の教師の問題について一緒に考えることを通して、それぞれの教師が新たな知識や視点の生

かし方について考えを深め、それぞれ授業改善につなげることができた。	
 

 ２ 課題 

  ○ 効果的な取組にしていくために、継続的に「美術のおしゃべり」を行う必要がある。	
	
Ⅷ 提言 

 

授業実践につなげるためには、負担感が少なく続けられ、教師のエージェンシーを発揮しやすく、

おしゃべりの特徴を生かした雑談型の研修が有効である。	
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